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資料 1 



 

(1)「綱取り作業船の作業実態」について 

 

① 陸上作業と海上作業の事業者 

    日本繋離船協会 （会員数）              ６６社 

 

＊ 陸上作業、海上作業の事業会員数         ４５社 

＊ 海上作業のみの事業会員数             ６社 

＊ 陸上作業のみの事業会員数            １４社 

＊ 元請事業会員数                  １社 

 

２０１７．８．３１．現在 

 

アンケートの回答数 対象会員 ５１社中 ４７社 （回答率 ９２％） 
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② 綱取り作業船の役割 

〇 大型船の入港時、岸壁に接近してきた際に海面まで下ろしてきた係留索を受取り、岸壁で 

待つ陸上作業員に手渡し、本船の接岸を安全に且つ迅速に行う役割を担う。 

    〇 綱取り作業以外の業務は、交通船、海上工事等の警戒船、オイルフェンス展張作業など多 

目的な業務に就く。 

 

 

 

                       

 

 

【１】綱取り作業風景           【２】綱取り作業船（一例）全景 
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 ③ 綱取り作業船の一般的な作業手順 

  【１】                    【２】 

 

 

 

 

   

 

 

  【４】                    【３】 
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④ 綱取り作業船を必要とする本船の総トン数（４７社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊500 トン～1,000 トンを対象としている港は、内航船の作業に携わっている会員が多い。 

   ＊「その他」には、トン数基準ではなく、ＬＯＡ（船の長さ）、またＬＮＧ船、ＬＰＧ船、 

    油タンカーなど私設岸壁での企業ルールなどが含まれる。 
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⑤ 綱取り作業船が係留索を掛けるビットの位置 

 

      

 

【１】船首前に係留索を掛ける 

 

 

 

【２】船尾側に係留索を掛ける 

・・・・・・・・・・・・・・ 

＊殆どの作業船は船首、船尾に係留索を掛けるビットを 

                      備えているが、船首側のビットに取る回答が多いのは、 

                      本船から受け取った係留索を岸壁に移動させる際、作 

                      業船の操舵室から全体を確認し易い理由から。 
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⑥ 本船から繰り出されるファーストロープ 

 

 

 

    ＊全国的にスプリングファーストで接岸していることが表れている。 
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⑦ 船首スプリングロープの繰り出される本数 
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⑧ 船首スプリングロープ（２本）を繰り出してきた時の危険性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４７社  ⇒  ２７社 （内、今年の発生 ７社） 
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⑨ 船首スプリングロープを２本繰り出してくる本船の割合 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           【１】                  【２】 
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⑩ 船首スプリングロープを２本繰り出してきた時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】                 【２】 
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 ⑪ 船首スプリングロープ（２本）を繰り出してくる本船のトン数 

 

      ＊ファーストロープ（２本）繰り出してくる本船のトン数 
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⑫ 類似事故事例 （本船上のトラブルで作業船が事故に巻き込まれる事例が多発） 

   類似事故事例 ① 
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類似事故事例 ② 
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    類似事故事例 ③ 
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⑬ 事故防止の対応 

   ＊パイロット無線（送受信用、受信用）ドライブレコーダー等の装備。【１】 

   ＊本船とデッキ上の乗組員の動きを注視、汽笛、笛、拡声器等を使用して作業状況を伝える。 

   ＊パイロットとの意見交換。            【２】協会版作業マニュアルにも掲載 

   ＊作業船の巻き込み防止（プロペラガードの設置）【３】 

   ＊平時から安全意識の向上訓練の実施。【４】ＫＹＴなど 

 

 

 

 

 

 

       【１】         【２】         【３】         【４】 
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